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天真爛漫・閃きキラメキのマルレラ
ママルレラは、 ヒラヒラしたレース状のヒレがあるので、"レースのカニ"なんて呼ばれたりする動物で
す。少し呑気?　でも頭の形は、フォーミュラーカーみたいにスタイリッシュ。レースはレースでもレー
スカーを連想するかも。いずれにせよ、ちょっと派手な印象の動物です。しかも形だけじゃなくて、頭の
表面が、CDと似た構造で、キラキラメタリックに輝いていたとか。南国に生息する蝶の羽や、コガネム
シと似たような、美しい金属光沢だったと考えられています。きっと、古代の浅瀬で頭を揺らし、太陽を
キラキラ反射させて、敵を驚かせたり、異性の気を惹いたのでしょう。マルレラは元祖キラキラ動物だ
ったのかも。もう一つ、面白い特徴がありました。フサフサ毛が生えた奇妙な触手があったんです。こ
れで砂の中のれで砂の中のかきまわして、好物を集めていたようです。でも、それだけじゃなくて、敵や恋の相手に、
振り回してアピールすることもあったでしょう。マルレラD.N.Aを持つヒトは、前向きで明るく素直なタ
イプ。基本的にお祭り人間。周囲を明るく元気にするムードメーカーの才能があります。でも、もしそん
な無邪気さが強く押さえられてしまうと、D.N.Aが休眠して、シラケた子供のようなキャラになる場合も
あります。とは言え、本質は天真爛漫な無邪気キャラなのです。
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癒しのディノミスクス
カンカンブリアの海に漂う、草食系ならぬ、植物系アニマル。見た目どおりの癒し系。長い柄の下の先端は
丸くなっていて、どうやらここを海底の泥に刺して、体を固定したり、花びらを開いてたんぽぽの綿毛
のように、海中を漂っていたみたいです。ぜんぜん動物らしくない。でも、花のような部分には口など、
消化器官が見つかっています。かぐわしき花の香かと思いきゃ・・・。すいません、失礼しました。そもそ
も、"花のような"なんてたとえたけれど、カンブリア時代には、海藻や苔は存在しても、花は存在してい
ませんでした。 "花"がこの世に現れたのは、何億年もたったず～っと後の話。とすると、ディノミスクス
こそがむしろ元祖? これからは花を見たらディノミスクスのような・・・と言ってください。 日本に限ら
ず、ず、世界中の文化で、古くから人々は、花の美しさに癒しと慰めを感じてきました。これは普遍的な反
応ですが、そんな、
いわば癒しと美の象徴の原点なのかもしれませんね。ディノミスクスD.N.Aの持つ人は、繊細で気遣い
の出来る癒し系。そして審美眼をもち美しいものを愛する、まさに美と癒しの人なのだ。男子ならばも
ちろん草食系である。 
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情熱のレッド・ドラゴン ハルキゲニア
ハハルキゲニアは、1911年に発見されたヘンテコ動物。とくに発見当初は上下逆さまに復元されて、正
体不明意味不明の奇天烈動物扱いされてました。7対の棘と足を持つ動物で、名前の由来は、halluci-
natio 「夢想」からの造語です。「夢(幻影)を生む者」といった意味。でも、案外素敵な名前かも?儚い幻
想は困るけど、今の時代、夢やビジョンを見せて引っ張ってくれる存在だって必要ですよね。ハルキゲ
ニアは個性的カンブリアンズの中でも、特に目立つセンター的存在。蛇のような体にトゲと脚。どこ
か、龍の子供のようではないでしょうか。カンブリア時代に、はじめて眼を持つ動物が現れましたが、
ハルキの派手なトゲは、本当の武器というだけでなく、きっとハッタリ効果もあったに違いありませ
んん。小さい生き物だけど、カンブリアの海で、俺を甘くみると痛い目を見るゼィと自己主張。周囲に一目
置かせて生きる動物、それがハルキゲニアです。ハルキD.N.Aを開花した人は、独自の夢や想いを語
って周囲を魅了するカリスマ。情熱的で、魅力あるリーダータイプです。 iPhoneの開発で知られる、ア
ップルコンピューのCEO、故スティーブ・ジョブス氏はまさにこのD.N.Aを完全燃焼させた、ハルキゲニ
アンの代表的人物でした。
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